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初冬期の事故防止
忘れるな あの瞬間のヒヤリハット

凍結しやすい場所では、常に路面凍結を想定する

事故を起こさないために
相手を思いやり、余裕をもった運転が大切です

スピードダウンの徹底

事故防止のため 「早めの休憩を」
～2時間走行、15分休憩～

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

滝川 国道12号線 信号のない変形交差点
軽乗用車にはねられ、横断していた高齢女性、重体

軽乗用車を運転していた高齢男性を現行犯逮捕
事故当時、天気が悪く路面はぬれていた
◇気のゆるみ 事故は一瞬 命はひとつ◇

◇ 「ぼーっと運転」、漫然運転は死亡事故リスクが高い ◇
◇ながら(スマホ）運転、ナビを見ながら運転、わき見運転、重大事故◇

２０２３／１１／７（火） １３：４３
７日昼１２時時２０分ごろ、滝川市明神町１丁目付近の国道１２号線の信号機のない変形交差点で、軽乗用車が北方向

に走行していたところ、道路を横断していた歩行者をはねたということです。歩行者は高齢の女性で、意識不明
の重体で病院に搬送されました。警察によりますと、事故当時、天気が悪く路面はぬれていたということです。
警察は、軽乗用車を運転していた８０代とみられる男性を過失運転致傷の疑いで現行犯逮捕し、調べています。

午後5時半 北斗市 歩道のない市道
周辺は暗い状況だった

道路わきを散歩中の高齢男性
後ろから来た、軽乗用車にはねられ死亡
◇道路わきの自転車や歩行者とは、大きく間隔を空けましょう◇

◇出てくるかも・・・しれない◇
◇夜間は、歩行者・自転車を見落としやすくなります◇

◇ヘッドライトをこまめに切り替え、遠目ライトで早期発見 事故防止◇
２０２３／１１／７（火） ５：２６

６日午後５時半頃、北斗市の市道で７０代の高齢男性が散歩のため道路脇を歩いていたところ、後ろから来た女性
（４６）が運転する軽乗用車にはねられ、意識がない状態で病院に搬送されましたが、その後死亡が確認されまし
た。一方、運転手の女性にけがはなく、「歩行者に気が付くのが遅れた」と話しているということです。現場は
、見通しのよい直線道路でしたが、歩道がなく、周辺は暗い状況だったいうことです。

深夜２時 カーブ 雨で路面ぬれ
橋の欄干に乗用車衝突、後部座席の妻死亡、

運転していた男性、腰の骨を折る重傷
◇夜間 『雨降り』・・・ライトが反射して、『見えにくい』、注意◇
◇2時間走行、15分休憩 守ろう 自分の命、他人の命◇

◇カーブで曲がりきれず、対向車線にはみ出して◇
◇正面衝突や路外逸脱事故になる前に、スピードダウンを ◇

２０２３／１１／７（火） １１：２７
７日午前２時１５分ごろ、岡山県の県道で、男性（７９）の乗用車が道路左側の橋の欄干に衝突。同乗していた妻（

７１）が胸などを強く打ち死亡した。男性は腰の骨を折るなどの重傷を負った。警察によると、現場は片側１車線
のカーブ。雨で路面がぬれていたという。妻は後部座席に乗っていたとみられる。


